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●
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
一
農
村
に
起

き
て
い
る
大
き
な
変
化

メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
は
、
一
九
世
紀
後

半
の
開
拓
時
代
以
来
、
商
品
米
の
生
産

が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
ド
イ
モ
イ
が
始
ま

っ
た
一
九
八
七
年
以
降
、
農
家
収
入
の

向
上
を
図
る
農
業
多
角
化
と
、
海
外
お

よ
び
国
内
市
場
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
、

果
樹
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

本
稿
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
テ
ィ
エ

ン
ザ
ン
省
の
中
央
に
位
置
す
る
チ
ョ
ガ

オ
県
の
タ
ン
ビ
ン
タ
ン
村
で
あ
る
。
テ

ィ
エ
ン
ザ
ン
省
は
、
現
在
、
全
国
有
数

の
米
の
生
産
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
メ

コ
ン
河
の
支
流
で
あ
る
テ
ィ
エ
ン
ザ
ン

河
岸
を
中
心
に
果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
地

で
あ
る
。
マ
ン
ゴ
ー
、
オ
レ
ン
ジ
、
ド

リ
ア
ン
、
ミ
ル
ク
フ
ル
ー
ツ
、
サ
ポ
ジ

ラ
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
調
査

村
の
タ
ン
ビ
ン
タ
ン
村
は
、
省
都
ミ
ト

ー
市
中
心
部
か
ら
北
北
東
へ
約
一
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し

て
い
る
、
面
積
一
一
・
八
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
世
帯
数
二
〇
七
三
戸
、
人
口

七
九
一
九
人
（
二
〇
一
一
年
現
在
）
の

村
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
、
調
査
村

の
社
会
経
済
条
件
に
大
き
な
変
化
が
起

き
て
い
る
。
ひ
と
つ
が
、
も
ち
米
三
期

作
か
ら
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
⑴
の
栽
培

へ
の
農
業
構
造
の
大
転
換
で
あ
る
。
も

う
ひ
と
つ
が
、
村
か
ら
西
へ
約
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
工
業
団
地

が
建
設
さ
れ
、
村
か
ら
数
百
人
の
若
年

層
が
工
業
団
地
に
通
勤
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
タ
ン
フ
オ
ン
工
業

団
地
と
呼
ば
れ
る
こ
の
工
業
団
地
は
、

二
〇
〇
六
年
に
建
設
が
始
ま
り
、
調
査

村
か
ら
の
就
業
者
は
二
〇
〇
九
年
頃
か

ら
増
加
し
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
近
年
の
調
査
村
の
変
化

を
、
五
〇
年
余
の
村
の
社
会
経
済
史
の

な
か
に
位
置
付
け
て
み
た
い
。
記
述
は
、

タ
ン
ビ
ン
タ
ン
村
で
二
〇
一
四
年
九
月

に
実
施
さ
れ
た
調
査
結
果
に
基
づ
く

（
付
記
参
照
）。

●
戦
乱
の
時
代
の
土
地
分
配

調
査
村
の
中
央
を
東
西
に
走
っ
て
い

る
現
在
片
側
一
車
線
の
地
方
道
の
歴
史

は
、
植
民
地
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

が
で
き
る
。
村
人
の
話
で
は
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
時
代
の
一
九
六
〇
年
代
、
こ
の

道
沿
い
に
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
側
の
村
役

場
が
あ
り
、
周
辺
に
南
ベ
ト
ナ
ム
国
軍

の
駐
屯
地
が
置
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

他
方
、
こ
の
道
か
ら
北
へ
離
れ
た
村
落

を
中
心
に
、
村
の
多
く
は
解
放
勢
力
が

支
配
権
を
握
っ
て
い
た
と
い
う
。

興
味
深
い
の
は
、
農
民
へ
の
土
地
分

配
が
、
一
九
六
〇
年
代
初
め
に
解
放
勢

力
側
の
手
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
現
代
史
上
、

一
九
六
〇
年
代
以
降
に
メ
コ
ン
デ
ル
タ

で
解
放
勢
力
に
よ
る
土
地
分
配
が
広
く

実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
南
ベ
ト
ナ

ム
政
府
の
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
チ
エ
ウ
政

権
が
実
施
し
た
土
地
改
革
が
、
ド
イ
モ

イ
後
の
農
民
の
土
地
保
有
状
況
の
基
礎

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ

る
（
現
在
の
土
地
法
が
土
地
は
全
人
民

所
有
で
国
民
は
そ
の
使
用
権
を
有
す
る

と
し
て
い
る
た
め
、「
土
地
所
有
」
で

は
な
く
「
土
地
保
有
」
と
し
て
お
く
）。

調
査
村
の
事
例
は
、
ド
イ
モ
イ
後
の
土

地
保
有
が
一
九
六
〇
年
代
の
解
放
勢
力

側
の
土
地
分
配
に
由
来
す
る
こ
と
を
裏

付
け
て
い
る
。
一
九
六
八
年
の
テ
ト
攻

勢
後
に
、
調
査
村
で
は
解
放
勢
力
側
が

支
配
地
域
を
後
退
さ
せ
、
チ
エ
ウ
政
権

の
土
地
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し

そ
れ
は
、
解
放
勢
力
側
に
よ
る
土
地
分

配
状
況
の
追
認
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

一
九
七
五
年
の
南
部
解
放
後
、
戦
乱

を
逃
れ
て
村
を
出
て
い
た
村
人
た
ち
が

帰
村
し
て
き
た
。
村
を
離
れ
て
い
た
間

に
、
自
分
の
土
地
が
失
わ
れ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
発
生
し
て
い
た
。
村
で
は
、
土

地
の
な
い
者
に
土
地
を
分
け
与
え
る
よ

う
呼
び
か
け
る
運
動
が
実
施
さ
れ
る
と

と
も
に
、
荒
蕪
地
が
開
拓
さ
れ
、
ど
の

村
人
も
一
・
七
〜
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
を
保
有
し
て
い
る
比
較
的
平
等
な
土

地
保
有
状
況
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
調

藤
倉 

哲
郎

メ
コ
ン
デ
ル
タ
一
農
村
の
挑
戦
と
課
題

　

―
果
樹
栽
培
へ
の
転
換
と
若
者
の
非
農
業
就
業
の
進
行
―

ベトナム農業・農村の今日
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メコンデルタ 1農村の挑戦と課題 ―果樹栽培への転換と若者の非農業就業の進行―

査
村
で
は
農
業
集
団
化
は
一
九
七
九
〜

八
一
年
の
間
で
短
命
に
終
わ
り
、
合
作

社
に
集
約
さ
れ
た
土
地
は
、
集
団
化
前

の
保
有
者
に
返
還
さ
れ
た
。
し
た
が
っ

て
、
現
在
の
村
の
土
地
保
有
状
況
は
、

解
放
勢
力
側
に
よ
る
土
地
分
配
に
、
戦

後
の
土
地
調
整
と
開
拓
と
が
加
わ
っ
た

状
態
に
由
来
し
て
い
る
。

●
戦
後
の
人
口
増
加
と
土
地
の
細

分
化

一
九
七
五
年
時
点
で
調
査
村
の
一
村

落
で
は
帰
村
し
た
世
帯
を
含
め
て
一
〇

〇
世
帯
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
こ
の

村
落
の
世
帯
数
は
四
一
九
世
帯
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
に
一
世
帯
の
平
均
的
な

子
ど
も
の
人
数
は
三
〜
四
人
で
、
家
族

計
画
は
二
〇
〇
〇
年
に
よ
う
や
く
開
始

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
世
帯
数
の
増
加

は
、
急
速
な
人
口
増
を
と
も
な
っ
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。
人
口
増
は
、
土
地
相

続
を
経
て
、
一
世
帯
あ
た
り
の
保
有
地

を
細
分
化
さ
せ
て
い
る
。
調
査
村
の
四

村
落
の
う
ち
二
村
落
で
の
戸
別
調
査
に

よ
る
と
、
両
親
の
保
有
面
積
の
平
均
は

二
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
中
央
値
一
・
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
あ
っ
た
。
調
査
世
帯

の
戸
主
の
兄
弟
姉
妹
数
は
、
平
均
六
・

三
人
（
最
多
一
一
人
）
で
、
夭
逝
・
戦

死
と
み
ら
れ
る
死
亡
者
を
除
い
て
も
、

両
親
か
ら
相
続
で
き
る
土
地
は
一
人
平

均
〇
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
相
続
後
の
土
地
購
入
な
ど
が
あ
り
、

調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
の
土
地
保
有

面
積
は
、平
均
〇
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
中

央
値
〇
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
な
っ
て

い
る
。

●
農
業
構
造
の
変
化

南
北
統
一
後
四
〇
年
余
の
間
に
、
調

査
村
の
農
業
構
造
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
ま
ず
稲
作
の
変
化
を
確
認
し
た

い
。
一
九
七
九
年
頃
ま
で
、
乾
季
に
塩

水
の
影
響
の
あ
っ
た
調
査
村
で
は
、
水

稲
栽
培
は
二
期
作
で
あ
っ
た
。
当
時
の

農
家
は
、
余
剰
米
の
販
売
に
よ
っ
て
大

き
な
現
金
収
入
を
得
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
入
り
、
水
利

施
設
の
改
善
と
新
品
種
の
導
入
に
よ
っ

て
、
三
期
作
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た

小
規
模
に
行
わ
れ
て
い
た
も
ち
米
栽
培

が
、
一
九
九
五
年
頃
か
ら
本
格
的
に
始

ま
る
。
も
ち
米
栽
培
の
直
接
的
動
機
は
、

商
品
作
物
と
し
て
う
る
ち
米
よ
り
も
か

な
り
高
値
で
販
売
で
き
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
二
〇
〇
八
年
頃
に
は
、
チ
ョ
ガ
オ

県
の
働
き
掛
け
で
、
ブ
ラ
ン
ド
米
（
ネ

ッ
プ
ベ
ー
）
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
。
下

落
が
続
い
て
い
る
と
い
う
二
〇
一
三
年

時
点
で
も
、
も
ち
米
の
販
売
価
格
は
、

う
る
ち
米
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
五

五
〇
〇
ド
ン
に
対
し
て
、
も
ち
米
は
同

六
三
〇
〇
ド
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
。

稲
作
の
変
化
と
並
行
し
て
、
一
九
八

〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、

コ
コ
ヤ
シ
の
栽
培
や
、
豚
、
鶏
、
牛
な

ど
の
家
畜
の
飼
育
が
始
ま
っ
て
い
る
。

な
か
で
も
養
豚
は
、
一
九
九
七
年
と
二

〇
〇
六
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
伝
染
病

の
流
行
が
あ
り
、
現
在
で
は
、
手
が
け

る
世
帯
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
も

ち
米
と
と
も
に
、
農
家
に
と
っ
て
有
力

な
現
金
獲
得
源
に
な
っ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
、
調
査
村

で
は
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
と
い

う
次
の
転
機
を
迎
え
て
い
る
。
も
と
も

と
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
は
、
一
九
七
五

年
以
前
か
ら
自
家
消
費
用
と
し
て
、
屋

敷
地
内
の
樹
木
な
ど
に
絡
ま
せ
て
栽
培

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
二
〇
〇
八
年
に
、

商
品
作
物
と
し
て
の
普
及
を
目
指
し
た

チ
ョ
ガ
オ
県
が
、
調
査
村
を
含
む
五
カ

村
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
モ
デ
ル
に
指
定
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。
調
査
村

で
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
施
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
に
は
、
村

の
農
地
の
二
割
弱
が
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー

ツ
圃
場
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
に
と
も
な
っ
て
国

の
補
助
に
よ
る
電
気
設
備
の
整
備
が
行

わ
れ
、
ま
た
、
一
部
の
農
家
に
は
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
絡
み
付
け
る
た
め
の

支
柱
づ
く
り
へ
の
補
助
も
行
わ
れ
た
。

開
花
を
調
整
す
る
た
め
の
電
照
に
用

い
る
電
線
を
引
く
必
要
と
、
収
穫
後
の

運
送
の
便
を
図
る
た
め
に
、
作
付
け
は

道
路
沿
い
の
圃
場
か
ら
始
ま
っ
た
。
高

み
に
あ
る
屋
敷
地
で
の
栽
培
に
と
ど
ま

ら
ず
、
数
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
水
田
を

つ
ぶ
し
、
盛
り
土
と
排
水
路
を
整
備
し

て
、
約
一
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
支
柱
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
。

一
柱
に
四
本
植
え
つ
け
ら
れ
た
苗
が
、

支
柱
に
絡
み
つ
き
、
お
よ
そ
一
年
半
後

か
ら
収
穫
が
可
能
に
な
る
。

●
高
投
入
・
高
収
入
の
農
業
構
造
へ

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
へ
の
転
換
を
多

く
の
村
人
が
受
け
入
れ
た
理
由
の
ひ
と

つ
が
、
近
年
の
も
ち
米
価
格
の
下
落
で

あ
る
。
と
り
わ
け
直
近
の
二
〇
一
四
年

夏
秋
米
の
販
売
価
格
は
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

あ
た
り
四
三
〇
〇
ド
ン
と
大
き
く
値
を

下
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ド
ラ
ゴ
ン
フ

ル
ー
ツ
の
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
の
販

売
価
格
は
、
季
節
に
よ
る
変
動
が
大
き

い
も
の
の
、
八
〇
〇
〇
ド
ン
か
ら
二
万

ド
ン
に
な
る
。
村
の
農
業
担
当
者
の
見

積
も
り
だ
と
、
〇
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

た
り
の
収
益
は
、
も
ち
米
が
六
〇
〇
万

ド
ン
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ド
ラ
ゴ
ン

フ
ル
ー
ツ
は
一
八
〇
〇
万
ド
ン
に
達
す

る
。
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
で
得
ら
れ
る
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大
き
な
収
入
が
、
村
人
た
ち
に
魅
力
的

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
へ
の

転
換
に
は
、
巨
額
の
資
金
が
必
要
で
あ

る
。
支
柱
の
資
材
費
の
ほ
か
、
圃
場
整

備
と
支
柱
立
て
の
一
連
の
労
賃
、
苗
、

土
壌
改
良
剤
や
元
肥
の
費
用
、
さ
ら
に

電
気
設
備
を
整
備
す
る
な
ら
ば
一
機
で

数
千
万
ド
ン
の
変
圧
器
購
入
費
を
は
じ

め
と
し
た
費
用
が
か
か
る
。
こ
れ
ら
合

計
す
る
と
、
平
均
的
な
植
え
付
け
面
積

の
〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
ド
ラ
ゴ
ン
フ

ル
ー
ツ
に
転
換
す
る
の
に
は
、
三
億
ド

ン
以
上
か
か
る
計
算
に
な
る
。
初
期
費

用
ば
か
り
で
は
な
く
、
高
値
で
取
引
さ

れ
る
大
玉
で
糖
度
の
高
い
果
実
に
育
て

上
げ
る
に
は
、
化
学
肥
料
の
投
入
量
は
、

も
ち
米
栽
培
時
と
比
べ
て
数
倍
に
も
な

る
。
さ
ら
に
農
薬
や
電
気
代
の
ほ
か
、

電
球
等
の
消
耗
品
の
取
り
換
え
費
用
も

含
ま
れ
、
年
間
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
費

用
も
多
額
に
及
ぶ
。

し
か
し
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
村
人

た
ち
は
、
一
部
に
銀
行
借
入
や
講
を
利

用
す
る
も
の
の
、
こ
の
巨
額
の
初
期
費

用
の
ほ
と
ん
ど
を
自
己
資
金
で
ま
か
な

っ
て
い
る
。
過
去
二
〇
年
余
の
間
に
、

農
家
に
は
、
こ
れ
ら
の
巨
額
な
投
資
を

可
能
に
す
る
資
本
蓄
積
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
も
ち
米
栽

培
以
上
に
、
養
豚
を
は
じ
め
と
し
た
畜

産
に
よ
る
収
入
と
、
次
に
み
る
子
ど
も

た
ち
の
非
農
業
就
労
か
ら
の
現
金
収
入

が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、

農
家
が
い
か
に
資
金
を
蓄
え
、
ど
の
よ

う
に
使
っ
て
き
た
の
か
は
、
今
後
の
重

要
な
研
究
課
題
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
調
査
村
で
は
、
各
農
家

が
蓄
え
て
き
た
資
金
を
元
手
に
、
農
業

を
高
投
入
・
高
収
入
の
構
造
に
転
換
さ

せ
て
き
て
い
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、

こ
の
間
の
人
口
増
加
と
土
地
の
細
分
化

に
、
農
家
は
、
農
業
の
商
業
化
と
集
約

化
を
ま
す
ま
す
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

対
応
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

●
教
育
水
準
の
高
ま
り
と
非
農
業

就
労
の
広
が
り

調
査
村
で
は
、
中
等
教
育
ま
で
の
就

業
年
数
の
上
昇
と
、
高
等
教
育
機
関
進

学
者
の
顕
著
な
増
加
が
み
ら
れ
る
。
戸

別
調
査
か
ら
年
齢
層
別
の
平
均
就
学
年

数
（
高
校
卒
業
ま
で
の
一
二
年
間
）
を

集
計
す
る
と
、
一
八
歳
か
ら
二
〇
歳
代

が
一
〇
・
七
年
、
三
〇
歳
代
九
・
〇
年
、

四
〇
歳
代
八
・
八
年
、
五
〇
歳
代
七
・

九
歳
、
六
〇
歳
以
上
が
四
・
四
年
と
な

り
、
一
八
歳
か
ら
二
〇
歳
代
の
就
学
年

数
の
上
昇
が
顕
著
で
あ
る
。
高
校
へ
の

進
学
が
一
般
化
し
て
き
て
い
る
と
い
え

る
。

さ
ら
に
、
年
齢
層
別
に
、
専
門
中
等

学
校
（
二
年
制
）、
短
大
（
三
年
制
）、

大
学
（
四
年
制
）
と
い
っ
た
高
等
教
育

機
関
へ
の
進
学
率
を
み
る
と
、
六
〇
歳

以
上
〇
％
、
五
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代
、

三
〇
歳
代
が
一
〇
〜
一
六
％
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
一
八
歳
か
ら
二
〇
歳
代
は

四
五
％
と
か
な
り
高
い
。
進
学
地
は
、

ミ
ト
ー
市
を
は
じ
め
と
し
た
テ
ィ
エ
ン

ザ
ン
省
内
と
隣
の
ロ
ン
ア
ン
省
が
約
半

数
、
残
り
の
約
半
数
が
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

で
あ
る
。

学
歴
の
変
化
と
と
も
に
、
就
業
先
も

世
代
間
で
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。

と
り
わ
け
若
年
層
の
非
農
業
就
労
傾
向

が
顕
著
で
あ
る
。
有
業
者
の
う
ち
農
業

を
主
な
職
業
と
し
て
い
る
人
の
比
率
は
、

六
〇
歳
以
上
で
八
八
％
、
五
〇
歳
代
で

七
九
％
、
四
〇
歳
代
で
六
三
％
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
三
〇
歳
代
で
四
四
％
、

一
八
歳
か
ら
二
〇
歳
代
で
は
一
五
％
に

過
ぎ
な
い
。
若
年
層
の
非
農
業
就
労
の

お
よ
そ
三
分
の
一
が
、
工
業
団
地
就
労

で
あ
る
。
工
場
労
働
者
の
月
収
は
四
〇

〇
〜
五
〇
〇
万
ド
ン
で
、
農
家
に
と
っ

て
は
大
き
な
現
金
収
入
と
な
る
。

ま
た
他
方
で
、
医
師
、
教
師
、
公
務

員
、
技
師
、
美
容
師
な
ど
の
専
門
職
が

有
業
者
に
占
め
る
割
合
も
、
年
齢
層
が

若
い
ほ
ど
高
い
。
六
〇
歳
以
上
で
〇
％
、

五
〇
歳
代
で
八
％
、
四
〇
歳
代
一
二
％

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
三
〇
歳
代
で
一

九
％
、
一
八
歳
か
ら
二
〇
歳
代
で
二

二
％
と
、
若
年
層
の
学
歴
の
高
ま
り
と

と
も
に
、
若
年
層
で
の
専
門
職
比
率
が

上
が
っ
て
き
て
い
る
。
賃
金
水
準
の
低

い
教
師
や
公
務
員
を
別
に
す
れ
ば
、
こ

う
し
た
専
門
職
の
月
収
が
、
工
場
労
働

者
に
比
べ
て
さ
ら
に
高
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
調
査
村
で
は
、
教
育
水

準
が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
す
で
に

若
年
層
の
多
く
が
非
農
業
就
労
、
と
り

わ
け
常
勤
職
に
就
い
て
い
る
。
こ
の
間
、

各
世
帯
が
負
担
し
た
教
育
支
出
は
一
九

九
〇
年
代
半
ば
以
降
の
農
業
多
角
化
に

よ
っ
て
拡
大
し
た
収
入
が
充
て
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
学
歴
を
高
め
た

子
ど
も
た
ち
が
、
よ
り
収
入
条
件
の
よ

い
非
農
業
就
労
に
就
い
た
際
、
彼
ら
の

収
入
が
ど
れ
だ
け
親
世
代
の
農
家
に
還

流
し
て
い
る
の
か
は
、
さ
ら
な
る
検
討

を
要
す
る
。
お
そ
ら
く
は
、
一
九
九
〇

年
半
ば
以
降
の
農
業
の
多
角
化
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
収
入
は
、
最
初
に
生
活
水

準
の
向
上
や
教
育
費
に
充
て
ら
れ
、
さ

ら
な
る
資
本
蓄
積
と
い
く
ら
か
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
現
金
収
入
が
二
〇
一
〇

年
代
に
入
っ
た
今
日
の
大
規
模
な
農
業

投
資
に
充
て
ら
れ
る
、
と
い
う
段
階
を

踏
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。



29 アジ研ワールド・トレンドNo.233（2015. 3）

メコンデルタ 1農村の挑戦と課題 ―果樹栽培への転換と若者の非農業就業の進行―

●
調
査
村
の
将
来
的
課
題
と
ベ
ト

ナ
ム
村
落
研
究
上
の
注
目
点

以
上
の
よ
う
に
調
査
村
の
歴
史
を
た

ど
る
と
、
人
口
増
大
と
土
地
細
分
化
に

対
処
し
な
が
ら
も
、
農
家
は
収
入
水
準

を
急
速
に
高
め
て
き
た
と
い
え
る
。
し

か
し
、
調
査
村
の
将
来
に
は
、
い
く
つ

か
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と

つ
が
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
栽
培
に
み

ら
れ
る
高
投
入
・
高
収
入
の
構
造
が
は

ら
む
問
題
で
あ
る
。
調
査
村
を
ま
わ
る

と
、
明
ら
か
に
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の

栽
培
技
術
の
水
準
に
大
き
な
格
差
が
あ

る
。
下
草
の
手
入
れ
も
行
き
届
き
、
電

照
設
備
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
洗
練
さ
れ

た
圃
場
が
あ
る
一
方
で
、
み
る
か
ら
に

粗
末
な
圃
場
も
あ
る
。
開
花
調
整
を
す

る
電
照
設
備
が
な
け
れ
ば
、
値
崩
れ
を

起
こ
す
旬
の
時
期
に
し
か
収
穫
が
で
き

な
い
。
高
収
入
だ
と
い
う
ド
ラ
ゴ
ン
フ

ル
ー
ツ
栽
培
も
、
投
入
資
金
の
多
寡
に

よ
っ
て
、
農
家
の
収
益
性
に
も
格
差
が

出
て
こ
よ
う
。
ま
た
、
も
ち
米
や
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
仲
買
商
で
蓄
積
さ
れ

た
資
金
を
用
い
て
、
数
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

圃
場
で
の
農
場
経
営
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
資
金
の
乏
し
い
小
農

か
ら
資
金
力
の
あ
る
商
人
に
よ
る
農
場

経
営
ま
で
、
収
入
格
差
の
拡
大
が
今
後

予
想
さ
れ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
高
投
入
の

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
に
特
化
す
る
こ
と

が
抱
え
る
リ
ス
ク
で
あ
る
。
調
査
村
で

の
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
作
付
面
積
は
、

ま
だ
全
農
地
の
二
割
弱
で
あ
る
が
、
調

査
対
象
と
な
っ
た
各
農
家
は
、
農
地
の

ほ
と
ん
ど
を
稲
作
か
ら
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル

ー
ツ
に
変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
特

徴
的
で
あ
る
。
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の

経
年
の
価
格
低
下
に
よ
る
投
入
資
金
の

未
回
収
や
収
入
減
少
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
が
課
題
と
な
る
。

三
つ
目
が
、
作
物
の
選
択
と
農
業
労

働
力
と
が
関
係
し
た
課
題
で
あ
る
。
ド

ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
へ
の
転
換
が
、
稲
作

を
続
け
て
い
る
農
家
の
経
営
に
思
い
が

け
な
い
障
害
を
与
え
て
い
る
。
先
述
し

た
よ
う
に
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
栽

培
は
、
道
路
沿
い
の
圃
場
か
ら
進
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
近
年
の
農

家
の
労
働
力
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
稲
作
の
機

械
化
の
障
害
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

調
査
村
で
は
、
こ
こ
二
、
三
年
で
六
台

の
コ
ン
バ
イ
ン
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
多
年
生
作
物
で
あ
る

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
圃
場
に
囲
ま
れ

て
し
ま
っ
た
稲
作
地
に
は
、
こ
の
コ
ン

バ
イ
ン
が
入
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
生

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
ラ
ゴ
ン

フ
ル
ー
ツ
栽
培
が
周
囲
の
農
家
で
の
稲

作
の
継
続
や
今
後
の
作
物
選
択
に
影
響

を
与
え
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に

は
、
今
後
、
金
融
や
リ
ス
ク
保
証
の
制

度
化
、
計
画
的
な
土
地
利
用
、
さ
ら
に

は
農
業
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
農

家
へ
の
就
労
支
援
、
手
放
さ
れ
た
農
地

の
売
買
あ
る
い
は
賃
貸
借
市
場
の
整
備

な
ど
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
村
落
研
究
上

の
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
今
後
調
査
村
に

お
い
て
、
安
定
し
た
非
農
業
就
労
と
小

規
模
だ
が
高
度
に
集
約
化
さ
れ
た
農
業

と
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
兼
業
形
態
が
生

ま
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
農
村
の
階

層
が
元
農
家
の
勤
労
者
又
は
自
営
業
世

帯
、
篤
農
家
的
な
自
作
農
、
お
よ
び
農

園
経
営
を
す
る
商
人
な
ど
に
分
化
し
て

い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
十
数
年
間
の

推
移
が
注
目
さ
れ
る
。

付
記
：
本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
八
月
三

〇
日
〜
九
月
一
三
日
に
実
施
さ
れ
た
、

ア
ジ
ア
農
村
研
究
会
第
二
二
回
調
査
実

習
（
参
加
者
：
伊
藤
未
帆
、
宇
戸
優
美

子
、
桜
井
三
恵
子
、
佐
藤
章
太
、
渋
谷

由
紀
、
新
谷
春
乃
、
瀬
戸
映
里
奈
、
高

良
大
輔
、
田
中
李
歩
、
谷
口
友
季
子
、

勅
使
河
原
章
、
富
塚
あ
や
子
、
新
美
達

也
、
福
島
直
樹
、
藤
倉
哲
郎
、
藤
田
幸

一
、
松
崎
圭
、
柳
沢
雅
之
、
山
口
哲
由
、

V
o M
inh V

u

）
の
成
果
に
基
づ
い
て

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
ふ
じ
く
ら　

て
つ
ろ
う
／
東
京
大
学
附

属
図
書
館
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
上
廣
倫

理
財
団
寄
付
研
究
部
門
特
任
研
究
員
）

《
注
》

⑴
鮮
や
か
な
赤
い
果
皮
に
、
緑
色
の
突

起
が
い
く
つ
も
出
て
お
り
、
果
皮
と

対
照
的
に
果
肉
は
白
く
、
黒
ゴ
マ
を

散
ら
し
た
よ
う
な
種
子
が
あ
る
。
果

肉
が
赤
い
品
種
も
あ
る
。
サ
ボ
テ
ン

科
に
属
し
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
は
、

乾
燥
地
域
で
あ
る
東
南
部
の
ビ
ン
ト

ゥ
ア
ン
省
が
特
産
地
で
あ
る
。

ドラゴンフルーツの圃場と果樹（左下）（2013 年 6 月筆者撮影）


